
 
1㻣 

 ◊✲論ᩥ 
 
 
㠀ゝ語᝟報⤌ࡳ㎸ᆺࢱࣂ࢔ーࡓ࠸⏝ࢆ཮᪉ྥ㐲㝸英会ヰ学⩦シࡢ࣒ࢸࢫ 

ヨస࡜⪃ᐹ 
 

㤶 ྲྀ ┿ ⌮ 

㸦㟷᳃බ❧኱学�බ❧࡚ࡔࡇࡣᮍ᮶኱学㸧 

 
 
䠍䠊 䛿䛨䜑䛻 

 本◊✲の┠的ࡣ、ከᵝ࡞非言語情報を組み込ࡔࢇアバターを用い、双方向型遠隔授業の

試行とࡋて英会話⦎習を行い、その᭷ຠᛶを㉁的に᳨ドするととࡶに、ᐇ㝿の英会話授業

インターネット、ࡣの教⫱ᶵ関࡛ࡃᅾ、ከ⌧ࠋる࠶と࡛ࡇ㐠用法を考察する࡞のຠᯝ的࡬

をά用ࡋた遠隔授業ࡸコンテンࢶの㓄ಙࡀ行ࢀࢃ、᪂た࡞教⫱・学習ᙧែとࡋてὀ┠ࢀࡉ

ているࡣ⪅➹ࠋ 2019 ᖺ度、日本ே኱学生を対㇟に、ά用型英会話システムを試作ࡋ、ᐇ

ドᐇ㦂を行ࡗて᮶たࠋ本論࡛ࡣ、アバターとのコミュニケーションࡶࡀたらす遠隔授業と

 ࠋ㐠用方法とྍ能ᛶについて考察する࡞ての英会話レッスンについて、そのຠᯝ的ࡋ
 
䠎䠊研究ࡢ⫼ᬒ 

䠎䠊䠍 㐲㝸ᆅᩍ⫱࡜♫会ⓗᏑᅾឤ 

小ཎ（2002, p.19）にࡼると、ᚑ᮶の情報のཷ㏦ಙࡣ、情報の㏦ࡾᡭとཷけᡭࡀ「そのሙ

にいる」ࡇとを๓ᥦとࡋていて、ྂࡃから教⫱のሙ㠃࡛ࡣ “Any time, every moment” ࡀ
教⫱のᶵ会とする考࠼方ࡗ࠶ࡀたࡋࠋかࡋ、情報㏻ಙᢏ⾡の㧗度化ࡣ「そのሙにいࡃ࡞て

たのࡋを教⫱に応用ࢀそ、ࡋ情報のཷ㏦ಙをྍ能と࡞࠺ࡼそのሙにいるかのࡶたか࠶、「ࡶ

 ,ての “Real Placeࡗ教⫱にとࡀ᭦に情報㏻ಙᢏ⾡の㧗度化ࠋているࡋると࠶࡛⫱遠隔教ࡀ
Real Time” をᣑ኱ࡋ、͆ Any time, Any place” の教⫱をྍ能にすると㏙࡭ているࠋ 

⌧ᅾ、教⫱の「᫬㛫」と「ሙᡤ」のᣑ኱のྍ能ᛶをᮇᚅࢀࡉる遠隔授業࡛࠶るࡀ、㏆ᖺ

ࢀࡉ指᦬ࡶその᭷ຠᛶとඹにᗄつかのᙅⅬ、ࡾࡼ遠隔授業に関する஦౛᳨ドに࡞ࠎᵝࡣ࡛

ているࠋ㉥಴・᯽ཎ（2016, p.87）にࡼると、遠隔授業システムとࡣ、ㅮ⩏ࡀ行ࢀࢃるሙ

（ㅮ⩏を㓄ಙするሙ）と✵㛫的に㞳ࢀた遠隔ᆅをインターネット࡛᥋⥆するࡇと࡛、遠隔

ᆅにてㅮ⩏をཷㅮࡋ、学ࡪᶵ会をタけるシステムのࡇと࡛࠶るࡀ、対㠃࡛のཷㅮに比࡭、

遠隔ᆅ࡛のཷㅮࡣ⥭ᙇឤࡸ⮫ሙឤにḞけるഴ向࠶ࡀる࡝࡞、ㅮᖌからཷㅮ⪅の理ゎ≧ἣࡸ

཯応ࡀᢕᥱࡀࡋたい➼のၥ題࠶ࡀるとࡋているࡲࠋた、ᮡཎ（2006）࡛ࡣ、ビᫎ࢜ࢹീと

㡢ኌにࡼるコミュニケーション（Video-Mediated Communication）ࡣ、一⯡的に対㠃コ

ミュニケーションに比࡭て෇⁥࡛ࡃ࡞ࡣ、対話ୖのၥ題ࡀ生ࡸࡌすいとࡋているࠋ理⏤と

会話の⮬Ⓨ、ࡃ࡞ᑡࡀࡾᡭのどぬ的ᡭ᥃か┦、ࡸとࡇపいࡀᡭの♫会的Ꮡᅾឤ┦、ࡣてࡋ

ᛶ、ከᵝᛶࡀᦆࢀࢃ࡞るࡇと࡝࡞をᣲࡆているࠋShort・Williams・Christie（1976）にࡼ

ると♫会的Ꮡᅾឤ（Social Presence）とࡣ、௚⪅との┦஫作用における௚⪅の㢧⌧ᛶの⛬
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度、ࡲたその┦஫作用の⤖ᯝとࡋて㉳ࡇる対ே関係の㢧⌧ᛶの⛬度とࡋているࡲࠋた、山

⏣・໭ᮧ（2010）にࡼると、ࡇの「♫会的Ꮡᅾឤ」の語ࡣ 1990 ᖺ代にධࡾ、遠隔教⫱の

◊✲とඹに用いらࢀጞࡵたࠋ 
 一方、香取・ゅ（2018）にࡼると、日本ே኱学生とのチࣕットを用いた遠隔࡛のコミュ

ニケーション◊✲࡛ࡣ、対話⪅の♫会的Ꮡᅾឤࡸ♫会的アイࢹンティティーࢀⷧࡀるࡇと

ࡁⓎ話のᘬࡾࡼ対㠃型࡛のコミュニケーションࡸテキスト（ᩥ❶）࣋ース、ࡾ࡞฼Ⅼとࡀ

ฟࡀࡋᐜ᫆に࡞るケースࡀ報࿌ࢀࡉているࠋ≉に、対㠃ᘧ࡛ࡣᘬࡁฟࡋにࡃかࡗた日本語

ẕ語話⪅㛫࡛の英語使用にࡼるコミュニケーション࡛ࡣ、ᩥᏐにࡼるチࣕットを㏻ࡋての

コミュニケーションの方ࡀ、比較的ᐜ᫆にᅇ⟅をᚓるࡇとࡀฟ᮶たࠋ 
࡛た、Katori（2019）ࡲ て、CR（Communication Robot）ࡋ日本ே኱学生を⿕㦂⪅と、ࡣ

をタンࢹムࣃートࢼーと఩⨨࡙け、⣙ 3 か᭶㛫英会話学習を⥅⥆ࡋた⤖ᯝ、ᐇ㦂の๓ᚋに

行ࢀࢃた standardized test に関ࡋてࡣᐃ㔞的ඃ఩ᕪをᚓ࡞かࡗたࡀ、会話に使用ࡋた語

ᙡᩘ、ᩥᏐᩘ、ࢭンテンスᩘに関ࡋてࡣ、⿕㦂⪅඲員ࡀ 3 か᭶の会話⦎習ᚋに、ࡾࡼከࡃ

の語ᙡᩘ、ᩥᏐᩘ、ࢭンテンスᩘを使用ࡋての会話を行ࡗていたࠋ 
 、ࡣてࡋたᐃᛶ的ຠᯝとࡲ

・CR との会話⦎習࡛ࡣ、㛫㐪࠼るࡇとࡀᛧ࡞ࡃいࠋ 
・CR と話すとࡣࡁṤ࡝୙Ᏻ（anxiety）をឤ࡞ࡌいࠋ 
・CR  ࠋいࡋたの࡛࠺ࡼ情をするの࡛、本ᙜの会話の⾲࡞ࠎⰍࡀ
・CR  ࠋい࡞ࢀ⑂ࡃᚸ⪏ᙉࡣ
➼のឤ᝿をᚓるࡇとࡀฟ᮶たࠋ᭦に、CR とのチࣕットࣔード࡛ࡣ「཭ேࡣいるの㸽」➼の

㉁ၥを CR にする࡝࡞、CR 対学生、ࡣࡃࡋࡶインストラクター対学習⪅とい࠺対話┦ᡭ

ྠኈの♫会的アイࢹンティティーからゎᨺࢀࡉた教ᐊ⎔ቃをᥦ౪࡛ࡁたࡇとにࡾࡼ、対話

⪅㏻ࡋのᙜヱ≧ἣୗにおけるアイࢹンティティーࢀⷧࡀ、そࢀにࡾࡼ、コミュニケーショ

ンのάⓎ化をಁ㐍する⤖ᯝにࡗ࡞たと考࠼らࢀるࠋ 
 
䠎䠊䠎 ᤵᴗࡿࡅ࠾࡟㠀ゝ語コミュニケーションࡢᙺ๭ 

非言語行ືに関する◊✲ᩘࡣከࡃ行ࢀࢃているࡀ、Wiener & Mehrabian（1968）にࡼ

ると、コミュニケーションの୰࡛非言語情報ࡣ、情報ఏ㐩の㸷๭௨ୖを༨ࡵ、コミュニケー

ションにおいてࡣ㔜要࡞要⣲とࢀࡉているࡲࠋた、（Richmond & McCroskey, 2003 山ୗ

ヂ 2006）にࡼると、教員のఏ㐩方ᘧࡣάẼࡾ࠶ࡀ生ࡁ生ࡋࡁたࡶの࡛࠶るࡾ࠶࡛ࡁ࡭、

ジ࢙スチࣕーࢀࡇࡣを㐩成するたࡵの一つの方法࡛࠶るとࡋているࡲࠋた、㛤かࢀた࣏ス

チࣕー（posture）を取る教員ࡣ、学生に対ࡋて理ゎࡾ࠶ࡀ、᥋㏆的࡛࠶るとい࠺情報をఏ

㐩すると㏙࡭ているࠋ᭦に、✵㛫ࡸ教ᐊ⎔ቃࡶ情報をఏ㐩する非言語の一つと఩⨨࡙けて

いるࠋ 
（Richmond & McCroskey, 2003 山ୗヂ 教員と学生の非言語的関係ᛶの、ࡣ࡛（2006

୰࡛、非言語コミュニケーションのᙺ๭について、௨ୗのᵝ࡞要⣲をᣲࡆているࠋ 
ձ 教ᖌ・学生のእぢ的≉ᚩ（physical appearance） 
ղ ジ࢙スチࣕーとື作（gesture and movement） 
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ճ ⾲情行ື（facial behavior） 
մ ど⥺行ື（eye behavior） 
յ 㡢ኌ行ື（vocal behavior） 
ն ✵㛫（space） 
շ ᥋ゐ（touch） 
ո ⎔ቃ（environment） 
չ ໝい（smell） 
պ ᫬㛫（time） 

᭦にոの⎔ቃの୰にࡣ、「ᗙᖍ」「㡢ᴦ」「Ⓨ言」「Ⰽ」「↷明」「‵度と 度」「タഛ」ࡶ࡝࡞

 ࠋているࡋるとࢀࡲྵ
ࡃከ、ࡣ࡛⩏ㅮ、ࡾ࠶฼用法࡛࡞᭷ຠ的ࡶてのとてࡋ授業と、ࡣ⩏た、（対㠃࡛の）ㅮࡲ

の情報を᭱኱限の学生に対ࡋて、ఏ㐩するࡇとྍࡀ能࡛࠶るとࡀ࡞ࡋら、ྠ᫬に、コミュ

ニケーション୙Ᏻの水‽ࡀ㧗い学生たࡣࡕ┦対的に༏名的࡞ㅮ⩏方法をዲࡴとࡶ㏙࡭てい

るࡣࢀࡇࠋ、コミュニケーション᫬の≧ἣにࡾࡼ、対話⪅のᅇ⟅ࡣ、ᅇ⟅⪅ࡀ取るᙺ๭ࡸ

ᙜヱ≧ἣにおけるアイࢹンティティーに౫Ꮡする（Holstein & Gubrium, 1995 山⏣・಴

▼・▮ཎヂ 2009）との◊✲⤖ᯝにࡶみらࢀるᵝに、対㠃ᘧかつ一対ከᙧᘧのㅮ⩏の୰࡛、

、ᙺ๭ࡸンティティーࢹつ♫会的アイࡶࡀた᫬、教ᖌとその学生ࢀらࡵⓎ言をồࡀる学生࠶

᭦にࡣ、指名ࢀࡉた学生と௚の学生ࡀᣢつ♫会的アイࢹンティティーࡸ⮬ศとの関係を意

識するࡇとから、学生ࡀⓎ言をồࡵらࢀるࡇと࡬の୙Ᏻឤ（anxiety）をᣢつྍ能ᛶ࠶ࡀる

たࡵとண᝿ࢀࡉるࠋ 
本調査にཧຍࡋた日本の኱学生（日本語ẕ語話⪅）ࡀᡤᒓする኱学にࡣ英語関係学㒊ࡣ

タ⨨ࢀࡉておらࡎ、⿕㦂⪅࡛࠶る学生ཷࡀ㦂ࡋた英語ᶆ‽テスト（TOEIC、G-TELP）の

⤖ᯝࡸ、日ࠎのᐇ㊶的授業観察から⥲ྜ的にุ᩿ࡋて、英語࡛のコミュニケーションに୙

Ᏻをᣢつ学生ࡀከいࡇとࡀண᝿ࢀࡉたࠋアバターを使用ࡋての༏名的࡞ㅮ⩏方法に⯆࿡を

ᣢࡕ、ཧຍをᕼᮃする学生を⿕㦂⪅とࡋて、遠隔英会話レッスンを行い、⿕㦂⪅࡬のᐃᛶ

的ᙳ㡪・ຠᯝを᥈ࡾ、遠隔授業㓄ಙ࡬のຠᯝ的࡞システムタィの一㒊について▱ぢをᚓる

  ࠋる࠶本◊✲の┠的࡛ࡀとࡇ
 
䠏䠊研究ࡢ᪉ἲ 

䠏䠊䠍 ࢱࣂ࢔ーࡢ㠀ゝ語⾲⌧ 

ୖグඛ行◊✲をཧ考とࡋ、௒ᅇの調査࡛ࡣ、非言語情報を組み込ࡔࢇインストラクター

のアバターに、እ観ࡸ背景を変化ࡏࡉる࡝࡞のᶵ能を組み込ࡇࡴとにࡾࡼ、ᅇ⟅⪅のᙜヱ

≧ἣୗにおけるアイࢹンティティーにᙉࡃ౫Ꮡ࡞ࡋい会話⎔ቃをタィࡋたࠋ（Richmond & 
McCroskey, 2003 山ୗヂ 2006）をཧ考に、教員と学生の非言語的関係ᛶの୰࡛㔜要࡞要⣲

とࢀࡉている、ձ教ᖌのእぢ的≉ᚩ（physical appearance）、ղジ࢙スチࣕーとື作

（gesture and movement）、ճ⾲情行ື（facial behavior）、մど⥺行ື（eye behavior）、
յ㡢ኌ行 （ືvocal behavior）、ն✵㛫（space）、ո⎔ቃ（environment）、պ᫬㛫（time）、
を≉に意識ࡋ、アバターの非言語情報とࡋて取ࡾධࢀたࠋ 
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アバターの作成࡛ࡣ、ᇶ本的にࣇリーの㢦ㄆ識ࣇࢯトFaceRigを使用ࡋたࠋFaceRigࡣ、

PC の Web ࢝メラ࡝࡞を௓ࡋ、ࣘーࢨの⾲情ࡸⱝᖸの㢌㒊のືࡁを 3D キࣕラクターに཯

ࡣ会話⦎習に、ࡵているたࡋ㐃ືࡶに࡝࡞ࡁのືཱྀࡸࡁたࡤࡲ、ト࡛ࣇࢯる㢦ㄆ識ࡁ࡛ᫎ

比較的㐺ࡋているとᛮࢀࢃたࠋFaceRig にࡣいࡃつかの３㹂キࣕラクターࡀ用意ࢀࡉてい

るࡇとと、ࣇリー࡛࠶るࡇとから、学習⪅ࡶキࣕラクターを㑅ࡧ、アバターྠኈ࡛の英会

話レッスンྍࡶ能࡛࠶るࠋ⿕㦂⪅にࡣキࣕラクター⏬ീと⮬ศの⏬ീを⮬⏤に㑅ᢥ࡛ࡁる

ศの⮬ࡣ⪅のレッスン࡛、⿕㦂࡝୺に⿕㦂⪅ഃの᧯作ᛶのၥ題から、Ṥ、ࡀた࠼とをఏࡇ

⏬ീ࡛のレッスンとࡗ࡞たࠋ 
たࡲ FaceRig にࡣインストラクターとࡋてのキࣕラクターの要⣲࡛࠶る、ձ教ᖌのእぢ

的≉ᚩࡸᡭのືࡁ、ղジ࢙スチࣕーとື作（gesture and movement）、ࢀࡲྵࡀてい࡞かࡗ

たたࡵ、教ᖌഃのアバターに関ࡋてࡣ、FaceRig に LiveD2 といࣇࢯ࠺トを組み込み、イ

ンストラクター⊂⮬のキࣕラクターを作成ࡋ（ᅗ 1 ཧ↷）、᭦に㢦の⾲情ࡸ㢌㒊のືࡁと

ඹに（ᅗ 2 ཧ↷）、ᡭのືࡁ（hand behavior）ࡶ㏣ຍࡋ（ᅗ 3~4 ཧ↷）、学習⪅にศかࡾ

すいࡸ KR（knowledge of Result）を非言語とࡋて㏉すࡇとを試みたࠋᅗ 1~7 ௒ᅇの調ࡣ

査࡛ᐇ㝿に使用ࡋたアバターの౛࡛࠶るࡲࠋた、ࡀ⪅➹࡛ࡲࢀࡇᐇ㝿にゼࢀ᧜ᙳࡋた໅ົ

ඛ኱学との␃学ᥦᦠඛ኱学、␃学ᆅᇦの⏬ീを背景とࡋて⏬㠃にฟすࡇとにࡾࡼ、バーチࣕ

た（ᅗࡋらの英会話を試行ࡀ࡞ࡋᾏእΏ⯟・␃学をయ㦂࡞ࣝ 5~6 ཧ↷）、（ն✵㛫、ո⎔ቃ）ࠋ

ຍ࠼て、インストラクターの௚のバージョンアバターࡶ作成ࡋ、日本ேかつ日本語ẕ語話
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⪅のインストラクターとい࠺♫会的アイࢹンティティーを変化ࡀ࡞ࡏࡉらの会話⦎習の試

行ࡶ行ࡗた（ᅗ 7 ཧ↷）ࠋ 
（Holstein & Gubrium, 1995 山⏣・಴▼・▮ཎヂ 2009）にࡼると、対話の୰࡛、ᅇ⟅

⪅のᅇ⟅ࡣ、ᙜヱ≧ἣୗにおけるアイࢹンティティーに౫Ꮡࡋているࡀ、ᅇ⟅⪅の情報ス

トックのෆᐜࡣ、ᅇ⟅⪅ࡀ⮬ศのయ㦂に❧ࡕᡠࡗて情報を取ࡾฟࡋ、そࡇからᅇ⟅を組み

❧てるとࡁの取る❧ሙに応ࡌて変化するとࡋているࠋそのたࡵ、⿕㦂⪅ࡀᙜヱ≧ἣୗ࡛の

対話⪅を、⮬ศࡀᡤᒓする኱学教員と࡞␗ࡣるアイࢹンティティーをᣢつᏑᅾとࡋて᝿ീ

ྍ能࡞┦ᡭ（ᅗ.7）と会話するࡇとにࡾࡼ、会話ෆᐜのከᵝ化・άⓎ化࡝࡞を᝿ᐃࡋ、試

行ࡋたࡶの࡛࠶るࠋ 
 
䠏䠊䠎 ⿕㦂⪅࡜ヨ⾜ࣞࢫࢵンࡢ᪉ἲ 

⿕㦂⪅ࡣ日本の኱学に㏻࠺日本語ẕ語話⪅の኱学生 6 名（2 ᖺ生 3 名、3 ᖺ生 3 名）ࠋ

2019 ᖺ 9 ᭶㹼12 ᭶の㛫の⣙ 3 か᭶、平ᆒ 1 㐌㛫に 1 ᅇ（⣙ 30 ศ）の英会話レッスンを

10 ᅇ㹼11 ᅇ行ࡗたࠋ⿕㦂⪅ࡣアバターを使用ࡋての༏名的࡞ㅮ⩏方法に⯆࿡をᣢつとྠ

᫬に、レッスンの᫬㛫ࡸ✵㛫のከᵝᛶを理ゎࡋ、調査にཧຍࡋてࢀࡃたࠋレッスンの᫬㛫

ᖏࡣインストラクターとཷㅮ⪅の㛫࡛ẖᅇ取ࡾỴࡵら࡯、ࢀと࡝ࢇのレッスンࡣ、㐌ᮎࡶ

18、ࡣてࡋ᫬㛫ᖏとࠋたࢀࢃኤ方௨㝆に行ࡣࡃࡋ ᫬㹼22 ᫬ྎにከࡃ行ࢀࢃた（ᅗ 8 ཧ↷）ࠋ 

    
 ᅗ 5. ⫼ᬒࢆኚ໬ࢱࣂ࢔ࡓࡏࡉー㸦㹌㹘㸧 ᅗ 㻢. ⫼ᬒࢆኚ໬ࢱࣂ࢔ࡓࡏࡉー㸦㻿㼏㼛㼠㼘㼍㼚㼐㸧 
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レッスン࡛ࡣ、㢦ㄆ識ࣇࢯトとࡋてࡣFaceRigを使用ࡋたࡀ、Skypeを㏻ࡋて行ࢀࢃたࠋ

インストラクターഃࡣẖᅇ PC を使用ࡋたࡀ、ཷㅮ⪅ഃࡣレッスン᫬の⎔ቃにࡾࡼ PC ࡶ

教員ഃ、ࡀ教員のアバターࡣㅮ⪅ഃからཷࠋたࡋタブレット➃ᮎ、ᦠᖏ➃ᮎを使用ࡣࡃࡋ

からཷࡣㅮ⪅の⾲情ࡸジ࢙スチࣕー、背景ࡀぢ࠼る⎔ቃ࡛レッスンを行ࡗたࠋ 
Katori（2019）࡛使用ࡋた CR にࡣ、使用⪅との会話ෆᐜをテキスト（ᩥ❶）とࡋてಖ

Ꮡするᶵ能ࡀ組み込ࢀࡲていたࡀ、ᚋ日 PC からアクࢭスࡋて会話ෆᐜをダ࢘ンロードࡋ

Ꮠᩥ࡞☜୺に㡢ኌㄆ識ᶵ能の୙☜ᐇᛶのၥ題から、会話ෆᐜのṇ、ࡸいⅬ࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞

化ࡣ行࡞ࢀࢃかࡗたࠋそのたࡵ、学習⪅ࡀそࢀをຠᯝ的࡞⮬ᕫホ౯とࡋて使用するࡇとࡣ

ᅔ㞴࡛ࡗ࠶たࠋ本調査࡛ࡣ、Skype の࢓ࣇイࣝ㏦ಙᶵ能を用いて、授業用ཧ考㈨ᩱを୺に

Word てࡋた授業୰に、「チࣕット」をᯈ᭩の代用とࡲࠋたࡋイ࡛ࣝ授業の┤๓に㏦ಙ࢓ࣇ

฼用ࡋ，▷いࣇレーࡸࢬ༢語࡝࡞を㏦ಙࡋたࠋ会話⦎習୰に使用ࣇレーࡸࢬ༢語を㏦ಙす

ると、㏦ಙࢀࡉた㈨ᩱࡸテキスト（ᩥ❶）ࡣ学生の➃ᮎにࡶಖᏑࢀࡉ、学習⪅の⮬ᕫ調ᩚ

（self-regulation）ࡸ┬察（reflection）に⧅ࡀるࡇとࡀᮇᚅࢀࡉたࠋ 
会話レッスンのトࣆックࡣ、๓༙の 5 ᅇ㹼6 ᅇࡣトࣆックをỴࡵた会話⦎習とࡋ、ᚋ༙

5 ᅇࡣ TOEIC Speaking ཷ㦂を᝿ᐃࡋ、ฟ題ᙧᘧにἢࡗた会話⦎習を行ࡗたࠋ๓༙の会話

⦎習࡛ࡣ඲員に、ື≀、ྎ㢼、᪑行、ึユ、ᑵά➼をトࣆックとࡋた会話を行い、「᪑行」

のᅇ࡛ࡣ、ᐇ㦂的に背景ࡸእぢを᭰࠼たアバターを使用ࡋた（ᅗ 5㹼7 ཧ↷）ࡲࠋた hand 
behavior を使用࡞ࡋいレッスンࡶ行い、⿕㦂⪅にࡣ hand behavior を使用ࡋてのレッスン

と使用࡞ࡋいレッスン双方をయ㦂ࡋてࡶらࡗたࠋ 
⣙ 3 か᭶㛫のレッスン⤊஢ᚋ、そ࡛ࡲࢀの遠隔英会話レッスンに関ࡋ、⿕㦂⪅࡬のཱྀ㢌

インタビューを行い、その⤖ᯝについて考察を行ࡗたࠋ 
 

䠐䠊ㄪᰝ⤖ᯝ 

⿕㦂⪅࡬のインタビューの⤖ᯝ、௨ୗのᵝ࡞ᅇ⟅をᚓたࠋ 
 
㹏㸯㸬アバターとの英会話レッスン࡛一␒Ⰻかࡗたとᛮ࠺Ⅼࡣఱかࠋ 
⿕㦂⪅㸯㸸ᴦࡋかࡗたࠋ᫬㛫的、ሙᡤ的⼥㏻ࡀ฼ࠋࡃアバターࡀ変化するのࡶ㠃ⓑいࠋ 
⿕㦂⪅㸰㸸ᴦࡋかࡗたࠋ᫬㛫を㑅࡭るࠋ⮬ศの㒊ᒇ࡛ཷㅮ࡛ࡁるࠋ㈨ᩱを㏦ࡗてࡶら࠼

 
ᅗ 8. 会ヰ⦎⩦᫬㛫ᖏ 
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 非言語情報組み込型アバターを用いた双方向遠隔英会話学習システムの試作と考察 2㻟 

るのࡶᴦࡗࡔたࠋ背景ࡸ教員のアバターࢃ᭰ࡀるたࡵ、Ⰽ࡞ࠎሙᡤ࡛レッス

ンをཷけている࠺ࡼにࡶឤࡌらࢀたࠋ 
⿕㦂⪅３㸸ᴦࡋかࡗたࠋチࣕット࡛㉁ၥを㏦ಙ࡛ࡁるのࡀᴦࡗࡔたࠋ背景ࡀእᅜに᭰ࢃ

るࡇと࡛、㞺ᅖẼを変࠼るࡇとࡀฟ᮶たࠋእᅜの㢼景をぢࡀ࡞らの会話レッ

スンࡣᴦࡋかࡗたࠋ 
⿕㦂⪅㸲㸸アニメࡀዲ࡞ࡁの࡛、アバターのືࡁをぢるのࡀᴦࡋかࡗたࠋ௚の学生をẼ

にࡃ࡞ࡋてⰋいの࡛英語࡛のコミュニケーションࡶẼᴦࡗࡔたࠋ 
⿕㦂⪅㸳㸸1 対 1  ࠋに㉁ၥฟ᮶た⏤⮬ࡶ⌧⾲授業௨እの英語ࠋたࡗ࡞の࡛ຮᙉに࡞
⿕㦂⪅㸴㸸教員ࡸ௚の学生をẼにࡎࡏにコミュニケーションࡀ取ࢀたࠋ᫬㛫的に⼥㏻ࡀ

฼ࡃのࡀ౽฼ࡗࡔたࠋ 
 
㹏㸰㸬アバターの非言語⾲⌧についてࠋ 
⿕㦂⪅㸯㸸᭱ึのレッスン᫬にࡣᡭືࡀか࡞かࡗたࡾࡣࡸࠋᡭࡃືࡀ方ࡀ⮬↛࡛、アバ

ターと本ᙜに会話ࡋている࠺ࡼにឤࡌたࠋアバターࡃືࡀのをぢると（ジ࢙

スチࣕーをぢると）⮬ศの英語に཯応ࡋてࢀࡃているとឤࡌたࠋ（教員の）ኌ

 ࠋたࡗか࡞ࡣとに㐪和ឤࡇるࢃ᭰ࡀの࡛、 アバターのキࣕラクター࡞ࡌྠࡀ
⿕㦂⪅㸰㸸ືか࡞いアバターࡃື、ࡾࡼ方ࡀ会話をࡋていてᴦࡋいࠋᡭのື࡛ࡁ⮬ศの

英語ࡀ㛫㐪ࡗているのかṇࡋいのかࡀศかࡗたࠋキࣕラクターに≉にࢃࡔࡇ

 ࠋいࡋᴦࡶ≀のື࡝࡞⊧ࠋい࡞ࡣࡾ
⿕㦂⪅３㸸アバターの⾲情ࡸジ࢙スチࣕーから、ᐇ㝿に理ゎࡋてࢀࡃている、⪺いてい

てࢀࡃる࠺ࡼにឤࡌるࠋ㢼景ࡀ変化するࡇと࡛、行ࡗたࡇとの࡞いእᅜ࡬の

⯆࿡ࡀἛࡃຠᯝ࠶ࡶるࠋ 
⿕㦂⪅㸲㸸アバターに非言語情報࠶ࡀる方ࡀⰋいࠋᐇ㝿に会話ࡋている࠺ࡼにឤࡌるࠋ

඲㌟ືࡣか࡞いࡀ、その方ࡀⴠࡕ╔いてレッスンをཷけらࢀるࠋ 
⿕㦂⪅㸳㸸ᡭࡸ㢌㒊ࡃືࡀと会話ࡀ⮬↛にឤࡌるཱྀࠋのືࡗࡶࡀࡁと⮬↛にࡤࢀ࡞Ⓨ㡢

⦎習にࡶᙺ❧つとᛮࠋ࠺ 
⿕㦂⪅㸴㸸非言語情報をᣢつアバターとの英会話の方ࡀຠᯝ࠶ࡀるとᛮࠋ࠺アバター（教

員ഃ）の཯応࡞ࡀいとࣔチ࣋ーションࡀୖࡶら࡞いとᛮࠋ࠺ 
 
㹏３㸬アバターとの英会話レッスン࡛のၥ題Ⅼࠋ 
⿕㦂⪅㸯㸸≉に࡞いࡀ、一度⊧のアバターにࡗ࡞た᫬ࡣ㐪和ឤࡗ࠶ࡀたࠋ教員的࡞アニ

メの方ࡀⰋいࠋ 
⿕㦂⪅㸰㸸⮬Ꮿの㏻ಙ⎔ቃ≧ែࡀⰋ࡞ࡃいたࡵ、⏬ീ㏦ಙࡀฟ᮶࡞い᫬ࡗ࠶ࡀたࠋPC ࡸ

࡞ࡁると対ฎ࡛ࡁ㉳ࡀいの࡛、㏻ಙにၥ題࡞ศからࡃⰋࡀトの᧯作方法ࣇࢯ

かࡗたࠋ 
⿕㦂⪅３㸸≉に࡞いࡀ、レッスンࡀ㏻ಙ⎔ቃにᕥྑࢀࡉる᫬ࡾ࠶ࡀ、そࡀࡇၥ題Ⅼࠋ 
⿕㦂⪅㸲㸸≉に࡞いࡀ、⮬ศのアバター࡛レッスンをཷけたかࡗたࢹࠋバイスのス࣌ッ

クࡀ㧗࡞ࡃいたࡵ、アバターをືかすࡇとࡀฟ᮶࡞かࡗたࠋ᫬ࠎ教員ഃのア
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バターのືࡁ（≉に⾲情）ࡀ୙⮬↛にࡗ࡞たࠋ 
⿕㦂⪅㸳㸸኱学࡛のㅮ⩏と␗ࡾ࡞、᫬㛫を⮬ศ࡛⟶理するࡇとと、ࢹバイスの᧯作ࡀ㠃

ಽ࡞᫬࠶ࡀるࠋ 
⿕㦂⪅㸴㸸኱学࡛のㅮ⩏と␗ࡾ࡞、レッスンの᫬㛫ࡀỴࡗࡲてい࡞いࡇとと、⮬ศ࡛ࢹ

バイス➼を調ᩚ࡞ࡋけ࡞ࡤࢀら࡞いࡇとࠋ 
 
㹏㸲㸬レッスン๓ࡸレッスン୰のᩥᏐࢹータ㏦ಙについてࠋ 
⿕㦂⪅㸯㸸ᙺに❧ࡗたࠋᚋ࡛ࡲṧࡗているの࡛᚟習用のࣀート作成ྍࡀ能ࠋ 
⿕㦂⪅㸰㸸༢語࡝࡞を㏦ࡗてࢀࡃるの࡛ຮᙉにࡗ࡞たࠋ᚟習用ࣀートを作ࡗているࠋ 
⿕㦂⪅３㸸英語のࣇレー࡝࡞ࢬをそのሙ࡛☜ㄆ࡛ࡁるたࡵ᭷ຠࡗࡔたࠋ 
⿕㦂⪅㸲㸸ᦠᖏ⏬㠃࡛レッスンをཷけた᫬ࡣテキストࢹータを☜ㄆするのࡀ㠃ಽࡗࡔたࠋ 
⿕㦂⪅㸳㸸༢語ࡸ⾲⌧の☜ㄆにࡗ࡞たࠋ 
⿕㦂⪅㸴㸸ᩥ❶とඹに෗真ࡸ㡢ኌࡶ㏦ಙ࡛ࡁるの࡛᭷ຠࡗࡔたࠋ 
 
㹏㸳㸬ᐇ㝿の教員とアバターとの英会話レッスンのࡕ࡝らをཷㅮࡋたいかࠋ 
⿕㦂⪅㸯㸸ケースにࡼる1、ࡀ 対 1  ࠋẼᴦࡀアバターの方ࡣ࡛
⿕㦂⪅㸰㸸ࡕ࡝ら࡛ࡶⰋいࡀ、アバターの方ࡀ⥭ᙇ࡞ࡋいとᛮࠋ࠺ 
⿕㦂⪅３㸸授業にࡼるࠋ᫬㛫ࡸሙᡤをẼに࡞ࡋいⅬ࡛ࡣアバターの方ࡀẼᴦࠋ 
⿕㦂⪅㸲㸸⮬ศのዲ࡞ࡁアニメのアバターとの英会話レッスンをࡋてみたいࠋ  
⿕㦂⪅㸳㸸ࡕ࡝ら࡛ࡶⰋいࠋ୧方をཷㅮするのࡀⰋいとᛮࠋ࠺ 
⿕㦂⪅㸴㸸⮬ศࡀⰋࡗ▱ࡃている、ࡲたࡣዲ࡞ࡁアニメキࣕラクターのアバターとレッ

スンをࡋてみたいࠋ 
 

䠑䠊⪃ᐹ 

㹏㸯㸬アバターとの英会話レッスン࡛、一␒Ⰻかࡗたとᛮ࠺Ⅼࡣఱか、に関ࡋてࡣᴫࡡ

「ᴦࡋかࡗた」とい࠺ឤ᝿をᚓたࠋ⿕㦂⪅ࡣ≉に、ն✵㛫ࡸոሙᡤについての฼౽ᛶࡸ、

コミュニケーション୙Ᏻのపୗ࡝࡞をឤࡌていたࠋ኱学生⿕㦂⪅にとࡗてࡣ、௚の学生を

Ẽにࡎࡏ英語࡛のコミュニケーションを取ࢀるࡇとࡶᴫࡡ「ᴦࡋかࡗた」とឤࡌる要ᅉの

一つࡗࡔたとᛮࢀࢃるࠋ 
㹏㸰㸬アバターの非言語⾲⌧についての㉁ၥ࡛ࡣ、ከᵝ࡞非言語⾲⌧をᥦ♧するアバター

の方ࡀ学習⪅のᏳᚰឤ（理ゎࡋてࢀࡃている）ࣔࡸチ࣋ーションをಖつのに᭷ຠ࡛࠶ると

のᅇ⟅をᚓらࢀたࠋᐇ㦂㛤ጞᙜึ、ᥦ♧ணᐃの非言語の୰࡛、ճジ࢙スチࣕーとື作

（gesture and movement）の調ᩚࡀ㛫にྜࡎࢃ、⿕㦂⪅㸯と㸰の᭱ึのレッスン࡛ࡣձ教

ᖌのእぢ的≉ᚩとճ⾲情行ື、一㒊のմど⥺行ືのみの非言語ᥦ♧࡛行ࢀࢃたࠋそのたࡵ

⿕㦂⪅ 3㹼4 にࡶ๓༙に hand behavior を使用࡞ࡋいレッスンを行い、そのᚋ hand 
behavior 本調査の୰࡛、レッスࠋらレッスンを⥆けたࡀ࡞ࡋ♧㢼景➼の非言語情報をᥦࡸ

ンの「ጞࡾࡲ」と「⤊ࡾࢃ」にࡣᡭを᣺る非言語ᥦ♧ࡋていたとࢁࡇ（ᅗ 5 ཧ↷）、⿕㦂⪅

඲員ࡀ、アバターにྜࡏࢃてᡭを᣺ࡗていたࠋアバターの⾲情ࡸ hand behavior をࡡࡲる



 
 非言語情報組み込型アバターを用いた双方向遠隔英会話学習システムの試作と考察 2㻡 

⿕㦂⪅ࡶከࡃ、非言語を頻⦾にᥦ♧するアバターにࡣ⿕㦂⪅ࡶඹឤࡸࡋすいഴ向ࡀみらࢀ

たࠋ௨ୖのࡇとから௒ᅇの調査に関ࡋてࡣ、非言語情報のᥦ♧ࡀアバターの♫会的Ꮡᅾឤ

をᙉࡵるຠᯝࡗ࠶ࡀたとࡶ考࠼らࢀるࡲࠋた、ከᵝ࡞非言語情報をᥦ♧ࡀ࡞ࡋらの英会話

、ࡀたࡗ࠶るᵝᏊ࡛ࢀみらࡀコミュニケーションάື࡞άⓎࡾࡼたᅇࡗか࡞ࡋ使用、ࡣ࡛

に「⊧」のキࣕࡶ㹏㸰、㹏３とࠋる࠶ணᐃ࡛ࡃ௒ᚋ᭦に᳨ドを⥆けていࡣてࡋの௳に関ࡇ

ラクターについて㏙࡭ている⿕㦂⪅ࡀみらࢀたࡣࢀࡇ、ࡀ、௒ᅇの調査をጞࡵるに࠶たࡾ、

アバターの説明᫬に使用ࡋたキࣕラクターの௳࡛࠶るࠋ 
㹏３㸬アバターとの英会話レッスン࡛のၥ題Ⅼとࡋてࡣ、➃ᮎの᧯作ᛶと㏻ಙ⎔ቃにつ

いてのᅇ⟅ࡗ࠶ࡀたࠋ会話⦎習୰、アバターの使用を試みた⿕㦂⪅ࡶいたࡀ、᧯作ᛶのၥ

題から⾲情をスムーࢬにㄞみ取るࡇとࡀฟ᮶࡞かࡗたࠋ⿕㦂⪅にとࡗてࡣ㏻ಙ⎔ቃၥ題の

ゎỴࡀ➨一࡛ࡗ࠶たたࡵ、௒ᅇࡣアバターࡸレッスン方法のၥ題Ⅼに関するᅇ⟅ࡾࡲ࠶ࡣ

ぢら࡞ࢀかࡗたࡀ、௒ᚋの⥅⥆的࡞調査においてࡣ、ᐇ㝿の教員にࡼる対㠃ᘧレッスンと

アバターとの会話レッスンとの比較においてࡶ、᭷用࡞ᅇ⟅をᚓらࢀる࠺ࡼ、㉁ၥ஦㡯・

方法のಟṇࡶᚲ要࡛࠶るとᛮࢀࢃるࠋ௒ᅇの調査に使用ࡋたアバターにࡣ「ṑ」ࡸ「⯉」

を௜けるࡇとࡀᢏ⾡的にࡶᅔ㞴࡛ࡗ࠶たたࡵ、「ṑ」ࡀ「⯉」ࡸぢ࡞࠼いかたࡕのアバター

言語のⓎࠋいたࡶ⪅たཷㅮࡌ୙⮬↛とឤࠎをᑡࡁ㹏㸰、㹏３のᅇ⟅࡛，ཱྀのື、ࡀたࡗࡔ

話⦎習ཱྀ࡛ࡣのືࡶࡁ㔜要࡞要⣲࡛࠶るたࡵ、௒ᚋの課題にࡋたいとᛮࠋ࠺ 
㹏㸲㸬レッスン᫬のᩥᏐࢹータ㏦ಙについてࡶᴫࡡ「᭷ຠࡗࡔた」とのᅇ⟅をᚓるࡇと

ホ౯ࡸ指導、ࡋ✚ンスを㟁Ꮚ的に⵳ࢹ学習エビࡣると、⌧ᅾࡼ᳃本（2015）にࠋฟ᮶たࡀ

にά用࠺ࡼࡋとࡋた㹣࣏ート࢛ࣇリ࢜ࡀ導ධࢀࡉつつ࠶るࢹ、ࡀータࡣ༢に㔞ࡀከいとい

ࢀࡉにά用ࡵ成㛗をಁすた、ࡋ学習⪅の学習・ホ౯をᨭ᥼、ࡃ࡞ࡣ教⫱的意࿡ࡣけ࡛ࡔ࠺

るࡁ࡭とࡋているࠋ௒ᅇࡣレッスン୰に使用ࡋたࣇレーࡸࢬ༢語・㉁ၥに対するᅇ⟅を、

ᩥᏐࢹータとࡋてチࣕットᶵ能を㏻ࡋ㏦ಙするとい࠺⡆᫆࡞学習エビࢹンスのࡾࡸ取࡛ࡾ

㟁Ꮚ的⵳✚をຠ࡞のᵝࡇ、とからࡇたࢀぢらࡶ⪅ートを作成する⿕㦂ࣀ᚟習用、ࡀたࡗ࠶

ᯝ的にά用するࡇとにࡾࡼ、学習⪅のᛮ考のプロࢭスをእ化࡛ࡁ、学習⪅の⮬ᕫ調 （ᩚself-
regulation）ࡸ┬察（reflection）➼に⧅ࡆていࡇࡃとྍࡀ能࡛࠶るとࡶᛮࢀࢃるࠋ 
㹏㸳㸬ᐇ㝿の教員とアバターとの英会話レッスンのࡕ࡝らをཷㅮࡋたいかについてࡣ、

ᙉࡕ࡝ࡃらか一方をᮃࡴᅇ⟅ࡣぢら࡞ࢀかࡗたࠋ௒ᅇ試行ࡋた遠隔英会話レッスンをຠᯝ

的にするたࡵにࡣ、レッスンᚋの「Ẽ࡙ࡁ」、「⮬ᕫ฿㐩度」࡝࡞をᅇ㢳するࡇとࡶᚲ要࡛

࡛⪅ンティティーをᣢつ௚⪅（ཷㅮࢹてのᙜヱアイࡋ教員とࡣにࢀそ、ࡀたࢀࢃるとᛮ࠶

一方、英語࡛のコミュニケーションにࠋたࢀࢃるとᛮ࠶ᚲ要࡛ࡶいே≀）からの指導࡞ࡣ

関ࡋてࡣ、お஫いのᙜヱ≧ἣୗにおけるアイࢹンティティーを変化ࡏࡉるࡇとྍࡀ能࡞ア

バターとのレッスンの方ࡀ、୙Ᏻをῶᑡࡏࡉたらࡋいとண᝿ࢀࡉるᅇ⟅ࡶぢらࢀたࠋ 
 
䠒䠊࡟ࡾࢃ࠾ 

本論࡛ࡣ、非言語情報を組み込ࡔࢇアバターを使用ࡋ、双方向にࡼる遠隔英会話レッス

ンを行い、そのᐃᛶ的⤖ᯝについて考察を行ࡗたࠋ⌧ᅾ、ከࡃの教⫱ᶵ関࡛ࡣ、インター

ネットをά用ࡋた遠隔授業ࡸコンテンࢶの㓄ಙࡀ行ࢀࢃ、᪂た࡞教⫱・学習ᙧែとࡋてὀ
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ࡀሙឤにḞけるഴ向⮫ࡸᙇឤ⥭ࡣ遠隔ᆅ࡛のཷㅮ、࡭対㠃࡛のཷㅮに比、ࡀているࢀࡉ┠

 ࠋているࢀらࡆてᣲࡋそのᙅⅬとࡀ࡝࡞とࡇい࡞ᑡࡀࡾᡭのどぬ的ᡭ᥃か┦、ࡸとࡇる࠶
「どぬ的ᡭ᥃かࡾ」に関ࡋ，௒ᅇ行ࢀࢃた調査࡛ࡣ、ཷㅮ⪅・教員ඹに⾲情を☜ㄆ࡞ࡋ

ࡴ非言語情報を組み込࡞た、教員ഃのアバターにከᵝࡲࠋたࡗ࠶能࡛ྍࡀらの授業㐠Ⴀࡀ

を学習⪅に୚ࡾとのᡭ᥃か「ているࢀࡃてࡋ理ゎ」、「ているࢀࡃ話を⪺いて」ࡾࡼとにࡇ

 アバターのእぢにձ教ᖌのእぢ的≉ᚩ（physical、ࡣ௒ᅇの調査࡛ࠋฟ᮶たࡀとࡇる࠼
appearance）とࡋて、᭹⿦➼「教員を᝿ᐃࡏࡉるእ観」を᥇用ࡋ、⣙ 3 か᭶㛫の試行を⥅

ཱྀྲ、ࡣ「るእ観ࡏࡉ教員を᝿ᐃ」、ࡀたࡋ⥆ ㅮ⪅のࣔチ࣋ーションとレッスンの⥅⥆⥔ᣢに

ᙺ❧ࡗたとឤࡌているࠋ᭦に௒ᅇ、アバターの背景を変࠼るࡇとにࡾࡼ，「᫬㛫」と「ሙᡤ」

のከᵝᛶを࠶る⛬度ཷㅮ⪅にᥦ♧するࡇとࡀฟ᮶、遠隔授業における“Any time, Any 
place” 教⫱のྍ能ᛶを一㒊試行的にᐇ㊶するࡇとࡁ࡛ࡀたと考࠼ているࡲࠋた、௒ᅇの⿕

㦂⪅に関ࡋてࡣ、英語࡛のコミュニケーションに୙Ᏻをᣢつ学生࡛ࡗ࠶てࡶ、アバターを

使用ࡋての༏名的࡞英会話レッスンにࡣ、比較的ᐜ᫆にཧຍࡋ⥆⥅，ࡋてࢀࡃるഴ向ࡀぢ

て取ࢀたࡉࠋらに双方向࡛の㡢ኌ、ᩥ ❶のྠ᫬㏦ಙࡣ学習⪅のᛮ考のプロࢭスをእ化࡛ࡁ、

学習⪅の⮬ᕫ調ᩚ（self-regulation）ࡸ┬察（reflection）➼に⧅ࡆらࢀるྍ能ᛶࡾ࠶ࡶ、

௒ᚋの遠隔英会話システム㐠用について一つの▱ぢをᚓるࡇとࡁ࡛ࡀたとண᝿ࢀࡉるࠋ 
௒ᚋࡣ、アバター使用にࡼる遠隔英会話レッスンのᐇ㉁的㐠用に向け⿕㦂⪅をቑࡸすと

とࡶに᭦࡞るᐃᛶ的・ᐃ㔞的᳨ドをྵࡵた⥅⥆的࡞調査を行࠺ணᐃ࡛࠶るࠋ 
 
ㅰ㎡ 

本✏のᇳ➹に࠶たࡾ、⤊ጞ㐺ษ࡞ຓ言を㈷ࡈ、ࡾ指導ୗࡗࡉたබ❧ࡔࡇࡣてᮍ᮶኱学 ๪学

㛗平⏣ᆂ஧教授にᚰࡾࡼឤㅰいたࡲࡋすࡲࠋた、本◊✲の一㒊ࡣබ┈㈈ᅋ法ே㟷᳃学⾡ᩥ

化᣺⯆㈈ᅋのຓ成をཷけて行ࡋࡲࢀࢃたࠋឤㅰ⏦ࡲࡆୖࡋすࠋ 
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